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(前回の議題確認)

· 11月・12月の感染関係の研修は阿部副主任予定でしたが、欠勤中のため受講できない。

そのための代わりのスタッフは決まっていない。

· インフルエンザ接種は昨年度と同様にすすめる。11月なかばに実施予定。

· あかしや寮スタッフの健診、14・16・18日の実施。北スタッフの応援必要。
· 学術、SW業務の検討
· 課内研修『リーダーシップとメンバーシップ』（佐藤主任担当）11月の21・22日・24・25日にメンタルケア病棟3階会議室で実施。
· 月例報告について
（診療課・実習生の日程確認）

　大嶋課長・黒澤課長の出席もある。

馬渡道伸(青森大学)・中ぐき優介（東北福祉大学）の2名である。

地域医療部（10月31日～11月13日）での研修と病院研修（11月14日～11月27日）の期間である。

目的）精神保健福祉の現場を体験する事によって、精神保健福祉士として必要な知識や援助技術の理解を深め、必要な技術を習得する。

実習課題）

1、 入院患者の置かれている状況について学ぶ。

2、 精神科ソーシャルワーカーとしての基本的態度を習得し、必要な能力を実際の体験を通して学ぶ。
3、 精神科ソーシャルワーカーが、他職種とどのように連携を保ちながら業務を遂行しているかを学ぶ。リハビリテーションチームの一員としての役割を理解し、協調性のある態度を身に付ける。
実体験を通して、学習を進めていきたい。東であれば隔離体験や抑制体験もいいのではないか？

病院日程は次の通りです。

15・16日東　17・18日西　19・21日南　23・24日北

22日AM外来PMDC一人、1日DC一人　25日DC　26日AM外来PM総括

実習総括責任大嶋課長になります。

実習後のコメント記載は現場も合わせて相互に実施していきましょう。

(本日の看護・議題)

· 江刺家課長は20日までお休みになります。代理決済は高橋課長になります。看護分の人事考課は予定通りに14日(月)に実施です。

· 学術の発表原稿の提出作業を進めてください。今週中が期限です。
· 外来介助スタッフの現況
村館スタッフは独り立ち（5日から）できてます。引き続き研修中のスタッフは高橋則・高橋正・橘・大田・スバベイスタッフになります。

· 月報・室長は何をするの？

スタッフ業務把握と実践の指導確認、事業計画内容の現況確認、記録のチェック指導・クレーム対応、スタッフのスケジュール確認、業務確認・・・・。？

月単位の管理は何があるの？

要約すれば、ハードとソフトの管理という事になるのか。実際現場でやっているものには例えば室温管理がある。月末に状況確認して次回への案を出していくもの。破損・備品・西で言えば図書の管理もある。

外来は新患数や紹介・逆紹介のデータをひろってという事もあるのか。職務職掌を詳しく見ていくと自分たちのやらなければならない事がイメージできる。

西では事業計画の中身をスタッフに振り分けて、報告もしてもらうように働きかけている。

ソフト面ではリハプロはどうなのか？

人事面で言えば、問題のあるスタッフはどのようにするか？欠勤の多いスタッフはどうするか？もあるのではないか。

月報報告が各部署ごとに項目としてあがっていなければならない。それを報告しあう事である。

各部署の事業計画が細かくできていなければならない。
